
広島に原子爆弾が投下されてから７６年が経ちました。戦争体験や被爆された方々が高齢化され、体験談

や戦争の悲惨さを実体験として伝えられる機会がなくなってきています。式典において広島市長は、あの

日、地獄を見たと語る被爆者は「たとえ小さなことからでも、一人一人が平和のためにできることを行い、

かけがえのない平和を守り続けてもらいたい」と、若者に願いを託します。若い人にお願いしたいのは、核

兵器はあってはならないとの信念を持ち、それを発信し続けることです。」と述べています。 

平和を求める行動を一人ひとりが実践することが大きな力になっていきます。 
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やまなしアピールから抜粋 

 310 万人余りの尊い命が奪われたあの悲惨な戦争が

終わり 76 年目の夏を迎える。私たちは、世界で唯一の

被爆国であり、核兵器廃絶と恒久平和の 実現をめざし

て、様々な取り組みを進めている。私たちがめざす「ゆと

り・豊かさ・公正な社会」を実現していくためには、「社会

が平和で安定していること」が大前提である。戦争はあ

らゆる社会基盤を破壊する。あの時を二度と呼び戻さな

いため、核兵器廃絶と恒久平和の実現をめざし、世論喚

起を巻き起こし、次世代への継承や、様々な平和運動を

通じて、忘れずあきらめず・粘り強く運動を進めていく。

「願う」平和から、「叶える」平和へ。 

2021年 8月 6日 連合山梨平和行動 inやまなし 


